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改正ではインターネット上の児童ポルノの「閲覧」処罰規定（207 条 a 第 3a
項）を，2011 年改正では，14 歳未満の児童に対して性犯罪を行う意図で，イ
ンターネットを利用するなどして当該児童に会うことを提案・約束する，いわ












） 本稿は，2016 年 1月 1日付のオーストリア刑法典に依拠している。なお，以下で条文
のみを掲げている場合には，全てオーストリア刑法典の条文を指す。
） わいせつな行為の惹起の告知（219 条）及び動物とのわいせつ行為の勧誘（220 条 a）






















） オーストリア刑法のコンメンタールとしては，Höpfel/Ratz（Hrsg.）, Wiener Kom-
mentar 2. Aufl. 4. Band, Vor §§201ff. bis 220a（Thomas Philipp）及び Triffterer/Rosba-
ud/Hinterhofer（Hrsg.）, Salzburger Kommentar Band 5, Vor §§201ff. bis 220a（Hubert
Hinterhofer）を，教科書としては，Christian Bertel/Klaus Schwaighofer, Österreichi-
sches Strafrecht Besonderer Teil Ⅱ, 11. Aufl.（2015）及び Hubert Hinterhofer/Christ-
ian Rosbaud, Strafrecht Besonderer TeilⅡ（2012）を主として参照している。
） オーストリアでは，ポルノグラフィーについては特別法（いわゆるポルノグラフィー
法。正式名称は「わいせつ内容の公表の撲滅及び道徳的な危殆化からの青少年保護に関
する 1950 年 3月 31日連邦法」）が存在するが，これについても紹介は割愛する。





① 自由な意思によらない性的行為からの保護（201 条，202 条，205 条，205
条 a，207 条 b，212 条，213 条 1 項）
② 特に保護すべき者の性的完全性の保護（206 条，207 条，207 条 a，208 条，
208 条 a）






















11） Johannes Oberlaber/Kathrin Schmidthuber, Die Verletzung der sexuellen Selbstbes-










































る場合（207 条 b，212 条）では，被害者の性的完全性と結びついた形での被害
者の性的自己決定が保護されている。
．オーストリア性犯罪規定の改正の流れ













16） 2004 年改正までは Hinterhofer, a. a. O.（Anm. 5）, Vor §§201 Rz. 1ff. を，2011 年改正
までは Philipp, a. a. O.（Anm. 5）, Vor §§201 Rz. 1ff. をそれぞれ参照。2013 年改正につい
ては BGBl 2013/116 及び EBRV 2319 BlgNR XXIV GP, 9ff. を，2015 年改正については












2009 年改正においては，58 条 3 項 3号で，被害者が 18 歳未満であった場合












17） 具体的には，1 項の場合には公訴時効は 10 年，2 項の場合には，致死以外については
20 年であり，致死の場合には公訴時効は存在しない（57 条）。




い（vgl. Hinterhofer, a. a. O.（Anm. 5）, Vor §§201 Rz. 47）。
にも，16 歳未満の者を道徳的に危殆化する行為（208 条）につき，第 2 項及び
第 3項で新たな類型が処罰されるようになった。
2015 年改正においては，意思に反する性交・性交類似行為を処罰する 205









．強姦された者が，前項の行為によって重傷害（84 条 1 項）若しくは妊娠に
至り，又は相当の期間苛まされた状態に置かれ若しくは特別な方法で貶めら
れたときは，行為者は 5年以上 15 年以下の自由刑に処する。強姦された者が，

















なお，強姦罪の法定刑は，1 年以上 10 年以下の自由刑である。かつては法
定刑の下限は 6月であり，性的強要罪の法定刑の下限と同一であったが，2013
年改正により，下限が 1年に引き上げられた。

















21） 1974 年改正の文言を現代化しつつ，旧 201 条 1 項については「重大な」という限定を
付した。それに対して，旧 202 条 1 項については，「危険な脅迫」から，「生命若しくは
身体に対する現在の危険を伴う脅迫」とされ，かつ，201 条 2 項に組み込まれた。
22） Hinterhofer, a. a. O.（Anm. 5）, §201 Rz. 6.
23） Phillip, a. a. O.（Anm. 5）, §201 Rz. 6. 但し，強要手段の程度の差を無視しているわけ























24） Hinterhofer, a. a. O.（Anm. 5）, §201 Rz. 44.
25） なお，強盗罪の法定刑は 1年以上 10 年以下の自由刑であり，強盗的窃盗罪の法定刑は，
6月以上 5 年以下の自由刑である。強盗罪と強姦罪とは，法定刑が完全に同一である。
但し，強盗罪には 142 条 2 項で減軽類型が規定されているが，強姦罪にはかかる規定は
ない。
26） Phillip, a. a. O.（Anm. 5）, §201 Rz. 12. これに対して，全くの第三者に対する暴行であ
っても，なお本条にいう暴行に当たるとする見解も主張されている（vgl. Hinterhofer/
Rosbaud, a. a. O.（Anm. 5）, §201 Rz. 7）。
27） 689 BlgNR XXV. GP, 35.


























29） 13 Os 102/05. コカインを混ぜた飲み物を飲ませた事例で，本条の暴行の存在を否定し
た（但し未遂の余地は肯定）。
30） OGH JBl 1996, 804.
31） 13 Os 111/99.
32） Hinterhofer, a. a. O.（Anm. 5）, §201 Rz. 28.
























34） Hinterhofer, a. a. O.（Anm. 5）, §201 Rz. 32. 但し，Hinterhofer自身は，暴行について
は任意の第三者で足りるとしつつ，脅迫については近親者に限定している。
35） 14 Os 31/03.
36） 14 Os 90/10g.
37） Phillip, a. a. O.（Anm. 5）, §201 Rz. 20.
38） 婚姻外強姦のみを処罰していた旧規定においては，婚姻外の妊娠のリスクは重要な問
題であったが，現行法は婚姻間強姦も同様に処罰しているため，性交独自の問題として
の妊娠リスクは相対的に重要ではなくなっていると指摘するものとして，Phillip, a. a. O.


















③ 加 重 類 型
201 条 2 項は，5 つの加重類型を規定している。それは，1）重傷害及び 2）
オーストリア刑法における性犯罪規定（深町晋也) 29
39） JAB 927 BlgNR XVII. GP, 3.
40） 15 Os 11/92以来の判例の立場である。
41） Phillip, a. a. O.（Anm. 5）, §201 Rz. 23.
42） Hinterhofer, a. a. O.（Anm. 5）, §201 Rz. 48.
43） Phillip, a. a. O.（Anm. 5）, §201 Rz. 23f.
44） Phillip, a. a. O.（Anm. 5）, §201 Rz. 25ff.
45） Schwaighofer, Materielle und formelle Probleme des Sexualstrafrechts, ÖJZ 2003,
532；Hinterhofer, a. a. O.（Anm. 5）, §201 Rz. 20.
46） かつては，男性器の挿入を伴わない場合にはおよそ性交類似行為とはならない（すな
わち，膣に指や器具を入れる場合も排除する）との見解が有力であった（Schwaighofer,








法定刑は，1），3）〜5）は 5 年以上 15 年以下の自由刑，2）は無期自由
刑47)又は 10 年以上 20 年以下の自由刑である。
） 重 傷 害
















司法委員会の修正（vgl. JAB 959 BlgNR XIII. GP, 27）が受け入れられて無期自由刑が法




正でこの点が改められた（vgl. EBRV 754 BlgNR XXI GP, 13f.）。
48） 15 Os 26/06x.
























50） Phillip, a. a. O.（Anm. 5）, §201 Rz. 30. なお，2015 年改正により，インターネットなど
を利用した継続的嫌がらせが新たに処罰されるようになった（107 条 c）が，その第項
にも同様の規定がある。
51） Hinterhofer, a. a. O.（Anm. 5）, §201 Rz. 61.
52） Phillip, a. a. O.（Anm. 5）, §201 Rz. 31.














．強要された者が，前項の行為によって重傷害（84 条 1 項）若しくは妊娠に
至り，又は相当の期間苛まされた状態に置かれ若しくは特別な方法で貶めら
れたときは，行為者は 5年以上 15 年以下の自由刑に処する。強要された者が，
前項の行為によって死亡したときは，行為者は 10 年以上 20 年以下の自由刑
又は無期自由刑に処する。
⑴ 概 説
① 基 本 構 造
本条は，性的行為を強要する罪の基本構成要件を規定するものであり，本条
32 立教法務研究 第号（2016）
54） 12 Os 5/12w. これに対して，直接的な性的できごとによって被害者の貶めが生じなけ
ればならず，本事案はこれに当たらないとするものとして，Bertel/Schwaighofer, a. a.
O.（Anm. 5）, §201 Rz. 8参照。
55） Phillip, a. a. O.（Anm. 5）, §201 Rz. 33.














② 保 護 法 益
本条の保護法益は，強姦罪と同様，被害者の性的自己決定である。













当せず，74 条 1 項 5号により捕捉されないとの判例60)を受けて，74 条 1 項 5
号の保護範囲が狭すぎることが問題とされた。そこで，2015 年改正において，
事実の公表などにより高度に人的な生活領域を侵害する旨の脅迫についても，
74 条 1 項 5号に含める改正がなされた61)。
オーストリア刑法における性犯罪規定（深町晋也) 33
59） Phillip, a. a. O.（Anm. 5）, §202 Rz. 5.



























61） EBRV 689 BlgNR XXV GP, 15.
62） Oberlaber/Schmidthuber, a. a. O.（Anm. 11）, S. 177.
63） Philipp, a. a. O.（Anm. 5）, §202 Rz. 7.








③ 加 重 類 型
本条の加重類型は，強姦罪の加重類型（201 条 2 項）と同一であり，かつ，
法定刑も 201 条 2 項と同一である。なお，2013 年改正以前は，致死以外の加












．第 1 項の場合を除き，抵抗不能な者又は精神に障害のある者（第 1 項）に
対して，当該状態を悪用して，性的行為を行い若しくは自己に対して性的行
オーストリア刑法における性犯罪規定（深町晋也) 35
65） Philipp, a. a. O.（Anm. 5）, §202 Rz. 9ff.
66） 性的嫌がらせ罪（218 条）の 2015 年改正では，太ももや臀部への接触を処罰範囲に含
めている。Ⅳ⑵参照。






．虐待された者が，前 2 項の行為によって重傷害（84 条 1 項）若しくは妊娠
に至り，又は相当の期間苛まされた状態に置かれ若しくは特別な方法で貶め
られたときは，行為者は 5年以上 15 年以下の自由刑に処する。虐待された者
が，前 2 項の行為によって死亡したときは，行為者は 10 年以上 20 年以下の
自由刑又は無期自由刑に処する。
⑴ 概 説

















69） Hinterhofer/Rosbaud, a. a. O.（Anm. 5）, §205 Rz. 5.
70） 1974 年改正においては，性交（旧 205 条 1 項）とそれ以外のわいせつな行為（旧 205
条 2 項）とで法定刑が異なっており，2013 年改正は，こうした規定方式に戻したものと
言える。
と，後者は性的強要罪と同一の法定刑で規定されるに至った。



















及びドイツ刑法 179 条の関係を考えると妥当性を欠くようにも見える。実際，2013 年改
正までは，本条の法定刑は 6月以上 5年以下の自由刑であり，2013 年改正以前の強姦罪
の法定刑（6月以上 10 年以下）よりも上限が低かった。但し，スイス刑法 191 条の凌辱







Philipp, a. a. O.（Anm. 5）, §206 Rz. 6）。これに対して，児童に対して，その身体的・精
神的障害を悪用して性犯罪がなされた場合には，かかる悪用の有する不法内容が，児童
に対する性犯罪では評価し尽くせないとして，本条と 206 条，207 条との競合を認める




























75） 11 Os 36/05m. 事案の詳細については，注 64）も参照。
76） 但し，学説においては，欺罔による性交を 108 条で処罰することに否定的な見解が通
説的である。Vgl. Christian Bertel/Klaus Schwaighofer/Andreas Venier, Österreichi-

















③ 加 重 類 型
本条の加重類型は，強姦罪の加重類型（201 条 2 項）と同一であり，かつ，
法定刑も 201 条 2 項と同一である。2013 年改正以前は，結果的加重犯（重傷害，






78） Hinterhofer, a. a. O.（Anm. 5）, §205 Rz. 29.










．児童が，前 2 項の行為によって重傷害（84 条 1 項）若しくは妊娠に至り，
又は相当の期間苛まされた状態に置かれ若しくは特別な方法で貶められたと
きは，行為者は 5年以上 15 年以下の自由刑に処する。児童が，前 2 項の行為
によって死亡したときは，行為者は 10 年以上 20 年以下の自由刑又は無期自
由刑に処する。
．行為者の年齢が児童の年齢から 3 歳を超えず，かつ児童が第 1 項及び第 2
項の行為によって，相当の期間苛まされる状態に置かれず，特別な方法で貶
められず，重傷害（84 条 1 項）若しくは死亡するに至らなかったときは，児
童が 13 歳に満たない場合を除き，行為者は第 1項及び第 2項によって処罰さ
れない。
⑴ 概 説
① 基 本 構 造
本条第項は，14 歳未満の児童に対して，性交又は性交類似行為を企図
（Unternehmen）した者に，強姦罪と同じ法定刑，すなわち 1 年以上 10 年以下
の自由刑を科すものである81)。また，第 2 項は，14 歳未満の児童に対して第
三者との性交若しくは性交類似行為を行うことや甘受することを唆し，又は，
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80） 本稿では，オーストリア刑法における絶対的保護年齢である 14 歳未満の者を児童とし，






























82） Philipp, a. a. O.（Anm. 5）, §206 Rz. 1f.

























見解もある（Hinterhofer/Rosbaud, a. a. O.（Anm. 5）, §206 Rz. 7）。
85） 被害児童が幼少のため，そもそもペニスが挿入できないほどに膣が未発達な場合であ
っても，本罪の成立が肯定される。Vgl. Hinterhofer/Rosbaud, a. a. O.（Anm. 5）, §206
Rz. 5.
86） 15 条 1 項により，あらゆる故意犯は未遂も処罰される。なお，条文上「企図」となっ
てはいるが，本罪はいわゆる企図犯（Unternehmensdelikt）ではないので，未遂もなお
可罰的である。Vgl. Fabrizy, StGB und ausgewählte Nebengesetze, Kurzkommentar, 11.



















87） 13 Os 7/04. 被告人が自己のペニスを 4歳の少年のペニスとこすり合わせたという事案
で，判例は，性交類似行為に本質的である挿入という要素を欠くが故に本罪は成立せず，











のである。Vgl. EBRV 1230 BlgNR XX GP, 21f.






















93） 13 Os 107/77. 1974 年改正においては，旧 206 条は専ら性交のみを捕捉しており，本
文で述べたような事案は旧 207 条 1 項に当たるとされた。




95） 15 Os 100/09h.
96） Hinterhofer, a. a. O.（Anm. 5）, §206 Rz. 39；Philipp, a. a. O.（Anm. 5）, §206 Rz. 15.
97） Philipp, a. a. O.（Anm. 5）, §206 Rz. 21. これに対してスイス刑法 187 条 4 項では，年齢
不知の場合にも過失犯処罰規定を設けている。


















．児童が，前 2 項の行為によって重傷害（84 条 1 項）に至り，又は相当の期
間苛まされた状態に置かれ若しくは特別な方法で貶められたときは，行為者
は 5年以上 15 年以下の自由刑に処する。児童が，前 2 項の行為によって死亡
したときは，行為者は 10 年以上 20 年以下の自由刑又は無期自由刑に処する。
．行為者の年齢が児童の年齢から 4 歳を超えず，かつ児童が第 1 項及び第 2
項の行為によって，相当の期間苛まされる状態に置かれず，特別な方法で貶
められず，若しくは第 3項の結果が生じなかったときは，児童が 12 歳に満た
ない場合を除き，行為者は第 1項及び第 2項によって処罰されない。
オーストリア刑法における性犯罪規定（深町晋也) 45
99） JAB 959 BlgNR XIII GP, 31.
100） Bertel/Schwaighofer, a. a. O.（Anm. 5）, §206 Rz. 9.
⑴ 概 説




定刑，すなわち 6月以上 5 年以下の自由刑を科すものである。第 2 項は，206
条 2 項に，第 3項は 206 条 3 項に，第 4項は 206 条 4 項にそれぞれ対応してい
るが，幾つか差異もある。





⑵ 構 成 要 件
① 性 的 行 為






② 行 為 類 型
206 条での説明を参照。
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101） Hinterhofer, a. a. O.（Anm. 5）, §207 Rz. 2；Philipp, a. a. O.（Anm. 5）, §207 Rz. 1.
102） 判例は，児童の裸体の下半身を撮影する行為が「わいせつな」行為に当たるとする。
Vgl. EvBl 1999/8.
103） Philipp, a. a. O.（Anm. 5）, §207 Rz. 10ff.











② 被害児童が行為時に 12 歳に達していること
③ 第 3項の加重類型に該当しないこと
．青少年に対する性的虐待罪（207 条 b）













① 基 本 構 造
本条は，児童に対する性犯罪（206 条，207 条）で前提とされている絶対的保
オーストリア刑法における性犯罪規定（深町晋也) 47
105） Hinterhofer, a. a. O.（Anm. 5）, §207 Rz. 30.
護年齢（14 歳未満）を超えた青少年を一定の要件の下で保護する規定である。
第 1 項では，16 歳未満で性的行為の意義を理解できるほどに成熟していない
青少年に対して，その未成熟さ及び年齢差による優越性を悪用して性的行為を
行うなどした者を処罰する。第 2 項では 18 歳未満の青少年に対して，その強
制状態（Zwangslage）を悪用して性的行為を行うなどした者を処罰する。そし
て第 3 項では，18 歳未満の青少年に対して，直接的に対価によって性的行為
を唆した者を処罰する。






② 保 護 法 益
本条の保護法益は，青少年の性的自己決定権である108)。すなわち，本条は，
他からの影響を容易に受けやすい109)青少年の性的自己決定権を保護する規定
であり，201 条・202 条，205 条，206 条・207 条，及び 212 条の処罰の欠缺を
埋めるものである。
⑵ 構 成 要 件







106） G 6/02 vom 21. 6. 2002 JBl 2002, 579.
107） Schwaighofer, a. a. O.（Anm. 45）, S. 528.
108） Philipp, a. a. O.（Anm. 5）, §207b Rz. 5.
109） したがって，本条は，青少年の健全な成長が，他からの影響を受けて損なわれること




















110） かつての判例は，本項は 14 歳以上 16 歳未満の者を保護する規定であると解していた
が（14 Os 44/04），近時の判例は，この点を改めて本文のように解している（13 Os
130/07b）。なお，本文のように解する実益は，被告人が，実際には 14 歳未満の被害者
を 14 歳以上（16 歳未満）であると誤信した場合に，206 条・207 条では処罰できなくて
も本項で処罰できる点にある。
111） 13 Os 130/07b.
112） こうした未熟さについて個別具体的に立証する必要がある点が，児童における絶対的
保護年齢（14 歳未満）との最大の差異である。
113） Philipp, a. a. O.（Anm. 5）, §207b Rz. 11.
114） Hinterhofer/Rosbaud, a. a. O.（Anm. 5）, §207b Rz. 6. こうした見解は，本項は，「50
代のスケベ親父（Lustmolch）」が 14 歳又は 15 歳の少女と性的行為を行う事例を処罰す
るものであるとの理解に立っている。
115） Schwaighofer, a. a. O.（Anm. 45）, S. 530.



























117） かつては 16 歳未満の青少年とされていたが，2013 年改正により本文のように規定さ
れた。
118） Philipp, a. a. O.（Anm. 5）, §207b Rz. 16.


























120） 11 Os 36/05m. 注 64）及び注 74）も参照。
121） 18 歳未満という高い保護年齢は，対価に基づく性的行為を処罰するドイツ刑法 182
条項やスイス刑法 196 条においても同様である。
122） Philipp, a. a. O.（Anm. 5）, §207b Rz. 17.
123） Philipp, a. a. O.（Anm. 5）, §207b Rz. 17.
「唆す（verleiten）」の内容については，206 条を参照。
．16 歳未満の者を道徳的に危殆化する罪（208 条）









207 条又は 207 条 bによって可罰的な行為を認識するように働きかけた者は，
2年以下の自由刑に処する。
．第 1 項前段及び第 2 項の行為者の年齢が児童の年齢から 4 歳を超えないと
きは，児童が 12 歳に満たない場合を除き，行為者は第 1項及び第 2項によっ
て処罰されない。
⑴ 概 説
① 基 本 構 造
本条は，16 歳未満の青少年の道徳的，精神的，又は健康的な成長を危険に
晒す性質を有する行為を，自己又は第三者を性的に興奮又は満足させるために，




また，2013 年改正により，本条第 2 項及び第 3 項では新たに，自己又は第
三者を性的に興奮又は満足させるために，14 歳未満の児童が性的行為（2項）
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124） Hinterhofer/Rosbaud, a. a. O.（Anm. 5）, §208 Rz. 1.
又は 201 条から 207 条若しくは 207 条 b により可罰的な行為（3 項）を認識す
るように行為者が働きかける場合を処罰している。
更に，本条は第 4 項で，第 1 項前段（14 歳未満の児童の場合）及び第 2 項の
行為につき，行為者と被害者との年齢差が 4歳を超えない場合に，一定の条件
の下で処罰を阻却する規定を設けている（年齢差免責条項）。















125） Philipp, a. a. O.（Anm. 5）, §208 Rz. 1.



































128） 11 Os 95/78.
129） Hinterhofer/Rosbaud, a. a. O.（Anm. 5）, §208 Rz. 5.
130） 11 Os 29/06h.
131） スイス刑法 187 条 1 項が「児童を性的行為に巻き込むこと」を要求するのとは異なり，
現実の性的行為が被害者の面前で行われる必要はない。
132） Hinterhofer/Rosbaud, a. a. O.（Anm. 5）, §208 Rz. 5.
133） 但し，後述の通り本条第 2項で捕捉される。
134） Hinterhofer/Rosbaud, a. a. O.（Anm. 5）, §208 Rz. 6.












⑶ 第 2項及び第 3項の構成要件












本条第 1項前段（14 歳未満の児童が客体となる場合）及び第 2項については，
オーストリア刑法における性犯罪規定（深町晋也) 55
136） 5 条 2 項には，「意図」に関し，「当該状況又は結果の実現が行為者にとって重要であ
る場合には，行為者は意図的に行為したものである」との定義規定が置かれている。
137） SSt 55/53.






















① 基 本 構 造



















⑵ 構 成 要 件
① 主体・客体
1）第 1 項











139） Philipp, a. a. O.（Anm. 5）, §212 Rz. 1.
140） Philipp, a. a. O.（Anm. 5）, §212 Rz. 1.
141） Hinterhofer/Rosbaud, a. a. O.（Anm. 5）, §212 Rz. 1.
る場合も本号で捕捉され得る146)。
） 第 2 項
第 2 項の客体は，18 歳未満との限定はなく，成人であっても客体となる。
























146） Hinterhofer/Rosbaud, a. a. O.（Anm. 5）, §212 Rz. 3.
147） Hinterhofer/Rosbaud, a. a. O.（Anm. 5）, §212 Rz. 8.
148） したがって，単に被害者の面前でオナニーをする行為は，本条では捕捉されない。但
し，本条 1 項 2号所定の関係にある被害者が 16 歳未満であれば，道徳的危殆化罪（208




























188/94（1995 年 3月 9日決定）及び 13 Os 6/07t（2007 年 3月 7日決定）参照。
150） Hinterhofer/Rosbaud, a. a. O.（Anm. 5）, §212 Rz. 11；Bertel/Schwaighofer, a. a. O.
（Anm. 5）, §212 Rz. 6.
151） Hinterhofer/Rosbaud, a. a. O.（Anm. 5）, §212 Rz. 11.
































3．第 1項及び第 1項 aは，被害者の告訴をまって初めて行為者を訴追できる。
．概 説










本条第 1項及び第 1項 aは，第 3項で親告罪とされている。これに対して，
第 2項は非親告罪である。





156） EBRV 689 BlgNR XXV GP, 38f. なお，2004 年改正では，公然わいせつのみを処罰し
ていた旧規定につき，職場における性的嫌がらせをも処罰する見地から，特定個人に対
する性的嫌がらせも併せて処罰する規定を導入する一方で，「わいせつな行為」との文言
を「性的行為」に変えることで処罰範囲を明確化した（EBRV 294 BlgNR XXII GP, 28）。
2015 年改正は，この点につき処罰範囲を拡張するものである。
157） 1974 年改正における政府提案（EBRV 1971, 366）では，旧規定である公然わいせつ
罪の保護法益に関してこのような説明をしていた。
．構 成 要 件
⑴ 第 1 項





















158） Philipp, a. a. O.（Anm. 5）, §218 Rz. 1.
159） EBRV 294 BlgNR XXII GP, 28.
160） Hinterhofer/Rosbaud, a. a. O.（Anm. 5）, §218 Rz. 7.
161） Hinterhofer, a. a. O.（Anm. 5）, §218 Rz. 20. それゆえ，後述のように，被害者の面前
でオナニーをする行為についても，自己の性器に対する接触しかないものの，なお本条
で捕捉される。
162） Philipp, a. a. O.（Anm. 5）, §218 Rz. 6. 但し，この場合は第 1項 aには該当し得る。



























164） EBRV 1971, 366.
165） Hinterhofer/Rosbaud, a. a. O.（Anm. 5）, §218 Rz. 9. この限りでは，「嫌がらせ」要件
との差は不明確になろう。
166） EBRV 294 BlgNR XXII. GP, 28；Philipp, a. a. O.（Anm. 5）, §218 Rz. 13.





















168） 臀部への接触は，（性器である）肛門への接触を意味しないからである。Vgl. 13 Os
62/09f. 性的行為の意義については，性的強要罪（202 条）も参照。





している。Vgl. EBRV 689 BlgNR XXV. GP, 39.
171） EBRV 689 BlgNR XXV GP, 39.
172） EBRV 689 BlgNR XXV GP, 39.
173） 正式名称は「女性に対する暴力及び家庭内暴力の予防及び撲滅のための欧州評議会条




⑶ 第 2 項




















174） EBRV 689 BlgNR XXV GP, 39.
175） 但し，ポルノフラフィー法 1条又は 2条が適用され得る。
176） 3，4人では足りないとしたものとして，EvBl 1977/262参照。
177） 以上につき，Hinterhofer/Rosbaud, a. a. O.（Anm. 5）, §218 Rz.11.
178） EvBl 1977/262.
179） Philipp, a. a. O.（Anm. 5）, §218 Rz. 18.






Ⅴ 性的自己決定の侵害罪（205 条 a）の導入











規定である 205 条 a が導入されるに至った。本条は，イスタンブール条約 36
条の影響を強く受けたものである。
イスタンブール条約 36 条では，「強姦を含む性暴力」とのタイトルの下，批





181） Hinterhofer/Rosbaud, a. a. O.（Anm. 5）, §218 Rz. 16.

















れるとして，205 条 a の導入が決定された。なお，本条は，2016 年 1月 1日付
で施行されている。
．205 条 aの内容






















②類型は，207 条 b 第 2 項が規定する，強制状態を悪用して 18 歳未満の者
に対して性的行為を行う罪を，18 歳以上の成人についても拡張しつつ188)，性
交又は性交類似行為に限定したものである。したがって，「強制状態の悪用」












187） EBRV 689 BlgNR XXV GP, 34f.
188） この点では，スイス刑法 193 条と共通する規定と言える。但し，スイス刑法 193 条は，
性交又は性交類似行為に限定せず，性的行為一般について処罰する規定である。
























ているが，そこでは同様の解釈が示されている（vgl. Philipp, a. a. O.（Anm. 5）, §216 Rz.
12）。
191） EBRV 689 BlgNR XXV GP, 37.





























193） Oberlaber/Schmidthuber, a. a. O.（Anm. 11）, S. 176.
194） 深町晋也「スイス刑法における性犯罪規定」刑事法ジャーナル 45号（2015 年）111
頁。
195） Alexander Tipold, Das Strafrechtsänderungsgesetz 2015, JSt 2015, 412.
196） Oberlaber/Schmidthuber, a. a. O.（Anm. 11）, S. 178.
197） EBRV 689 BlgNR XXV GP, 37.
に対して否定的であることを措いても，欺罔による性交・性交類似行為に関し
ても専ら欺罔罪のみが成立するとの理解を採用することは困難であり，むしろ






















であろう（vgl. Oberlaber/Schmidthuber, a. a. O.（Anm. 11）, S. 178）。




201） Tipold, a. a. O.（Anm. 195）, S. 412.

























































第 9 に，2015 年改正により，意思に反する性交・性交類似行為を処罰する
オーストリア刑法における性犯罪規定（深町晋也) 73






















るウィーン大学刑法・刑事学研究所の Susanne Reindl-Krauskopf 教授に感謝の
意を申し上げる。
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205） 福岡高宮崎支判平成 26・12・11 公刊物未登載（LEX/DB 25505426）。新聞報道（朝
日新聞デジタル版 2016 年 1月 17日）によれば，最決平成 28 年 1月 14日により，検察
官役の指定弁護人の上告が棄却され，準強姦罪（刑法 178 条 2 項）の成立を否定した原
判決が確定したとのことである。
